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ア
リ
ー
ナ
の
検
討
状
況
と

今
後
の
進
め
方

代 表 質 問
自
由
民
主
党

静
岡
市
議
会
議
員
団

ホームページで
録画映像をご覧
いただけます。

宮
城
　
展
代
議
員

駿
府
城
天
守
台
再
建
に

向
け
た
取
組

創
生
静
岡

安
竹
　
信
男
議
員

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

効
果
的
な
利
活
用

公
明
党
静
岡
市
議
会

長
島
　
強
議
員

清
水
港
周
辺
地
区
の

将
来
像
の
具
現
化

志
政
会

後
藤
　
哲
朗
議
員

保
健
所
設
置
体
制
の

抜
本
的
見
直
し

日
本
共
産
党

静
岡
市
議
会
議
員
団

内
田
　

典
議
員

Ｊ
Ｒ
東
静
岡
駅
北
口
市
有
地

は
、
市
が
長
年
に
わ
た
り
検
討

し
て
き
た
ア
リ
ー
ナ
の
候
補
地

で
あ
る
。
11
月
定
例
会
で
今
年

度
中
に
誘
致
場
所
を
決
定
さ
せ

る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
現

在
の
検
討
状
況
と
今
後
の
進
め

方
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

ア
リ
ー
ナ
整
備
の
検
討
は
︑

平
成
３
年
に
東
静
岡
地
区
に
関

す
る
整
備
計
画
の
核
と
な
る
施

設
と
し
て
︑
多
目
的
ア
リ
ー
ナ

が
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら

始
ま
り
︑
こ
れ
ま
で
建
設
方
法

や
場
所
の
検
討
を
重
ね
て
き

た
︒
令
和
元
年
度
か
ら
は
︑Ｊ

Ｒ
東
静
岡
駅
北
口
市
有
地
を
有

力
候
補
地
と
し
て
︑
事
業
化
に

向
け
た
調
査
や
地
元
住
民
か
ら

の
意
見
聴
取
を
行
っ
て
き
た
︒

　
調
査
の
結
果
︑
維
持
管
理
・

運
営
時
の
採
算
が
合
う
こ
と
を

確
認
し
︑
周
辺
環
境
へ
の
影
響

も
解
決
の
見
通
し
が
た
っ
た
た

め
︑
同
市
有
地
を
ア
リ
ー
ナ
の

誘
致
予
定
場
所
に
選
定
し
た
︒

今
後
︑
事
業
化
に
向
け
︑
４
年

度
に
は
有
識
者
会
議
を
立
ち
上

げ
︑
さ
ら
な
る
調
査
・
検
討
を

進
め
る
と
と
も
に
︑
地
元
を
は

じ
め
︑
市
民
の
声
を
丁
寧
に
聞

く
︒
な
お
︑
ア
リ
ー
ナ
整
備
開

始
ま
で
は
東
静
岡
ア
ー
ト
＆
ス

ポ
ー
ツ
／
ヒ
ロ
バ
を
引
き
続
き

運
営
し
︑
そ
の
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
︒

駿
府
城
天
守
台
再
建
に
つ
い

て
は
、
天
守
台
跡
の
発
掘
調
査

で
想
定
外
の
遺
構
や
埋
蔵
物
が

発
見
さ
れ
、
市
民
の
関
心
も
高

ま
っ
て
い
る
。
１
日
も
早
く
整

備
を
推
進
し
て
ほ
し
い
と
考
え

る
が
、
改
め
て
駿
府
城
天
守
台

整
備
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
取

組
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

平
成
17
年
に
実
施
し
た
駿
府

公
園
整
備
計
画
の
再
評
価
内
容

に
基
づ
き
︑
歴
史
的
遺
産
の
保

存
・
再
整
備
と
公
園
機
能
の
強

化
を
基
本
方
針
に
︑
巽
櫓
︑
東

御
門
︑
紅
葉
山
庭
園
や
坤
櫓
と

そ
の
周
辺
の
堀
︑
広
場
な
ど
を

整
備
し
た
︒
28
年
度
か
ら
は
６

年
間
を
か
け
て
︑
約
１
万
平
方

メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を
対
象
に
発

掘
調
査
を
実
施
し
た
︒
調
査
に

あ
た
っ
て
募
集
し
た
駿
府
城
天

守
台
発
掘
調
査
寄
附
金
は
︑
令

和
４
年
２
月
末
ま
で
に
約
８
千

８
百
万
円
と
な
り
︑
市
民
の
協

力
を
得
な
が
ら
進
め
て
き
た
︒

こ
の
発
掘
調
査
で
は
︑
大
御
所

家
康
公
時
代
の
日
本
一
の
大
き

さ
の
天
守
台
や
︑
戦
国
時
代
末

期
の
天
守
台
と
小
天
守
台
な

ど
︑
重
要
な
発
見
が
あ
っ
た
︒

現
在
は
出
土
し
た
瓦
や
石
垣
な

ど
の
遺
構
の
分
析
調
査
︑
整
理

作
業
な
ど
を
進
め
て
お
り
︑
３

月
末
ま
で
に
今
回
の
成
果
の
と

り
ま
と
め
が
完
了
す
る
予
定
で

あ
る
︒

市
が
発
信
す
る
情
報
を
多
く

の
人
が
受
け
取
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
利
便
性
の
向

上
や
機
能
の
拡
充
が
効
果
的
と

考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
道
路
施
設
の
損
傷
を
通
報
す

る
シ
ス
テ
ム
は
、
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
よ
り
良
い
道
づ
く
り

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る

が
、
今
後
仕
組
み
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
に
︑
登
録
者
が
受
信
し
た
い

情
報
を
事
前
に
登
録
す
る
こ
と

で
そ
れ
ら
の
情
報
が
配
信
さ
れ

る
機
能
や
︑
ト
ッ
プ
画
面
上
に

表
示
で
き
る
各
種
情
報
へ
の
入

口
を
増
や
せ
る
機
能
を
追
加

し
︑
令
和
４
年
４
月
の
運
用
開

始
を
目
指
す
︒

　
さ
ら
に
︑
登
録
者
が
道
路
損

傷
に
気
付
い
た
際
︑
写
真
や
位

置
情
報
等
を
簡
単
に
通
報
で
き

る
機
能
も
追
加
す
る
︒
こ
れ
に

よ
り
︑
従
来
の
電
話
対
応
に
比

べ
て
事
務
の
効
率
化
が
図
ら

れ
︑
迅
速
な
補
修
対
応
が
可
能

と
な
る
︒
今
後
︑
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
と
既
存
の
道
路
損
傷
情
報

の
処
理
シ
ス
テ
ム
を
連
携
さ

せ
︑
６
月
頃
の
運
用
開
始
に
向

け
進
め
て
い
く
︒

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
拡
大
す
る
中
、
本
市
で
も

急
き
ょ
、
他
部
署
か
ら
応
援
態

勢
を
取
り
対
応
に
あ
た
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
保
健
所
の
体
制
不

備
が
露
呈
し
て
い
る
今
こ
そ
、

設
置
体
制
を
抜
本
的
に
見
直
す

絶
好
の
機
会
で
あ
る
。
保
健
所

の
現
場
の
奮
闘
を
市
が
全
面
的

に
支
え
る
な
ら
、
コ
ロ
ナ
の
脅

威
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
取
組

を
改
善
・
前
進
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
地
域

保
健
法
が
保
健
所
設
置
の
目
安

を
人
口
20
万
人
当
た
り
１
か
所

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在

１
か
所
の
保
健
所
を
増
設
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
清
水

区
へ
の
保
健
所
設
置
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

本
市
は
国
の
指
針
に
基
づ
き
︑

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
公
平
性
を
確
保

す
る
た
め
︑
保
健
所
清
水
支
所
を

設
置
し
︑
葵
区
の
保
健
所
と
ほ
ぼ

同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
本
市

に
お
け
る
感
染
症
対
策
に
お
い
て

は
︑
統
一
的
な
視
点
や
情
報
を
一

元
化
し
た
上
で
︑
受
入
病
院
な
ど

の
関
係
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
保
健
所

は
１
か
所
と
し
︑
人
的
資
源
を
集

中
さ
せ
る
こ
と
で
︑
引
き
続
き
迅

速
に
感
染
症
に
対
応
し
て
い
く
︒

今
後
の
清
水
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
清
水
み
な
と
ま
ち
づ
く
り

公
民
連
携
協
議
会
が
進
め
る
取

組
の
効
果
を
最
大
限
発
揮
さ
せ

る
と
と
も
に
、
市
が
課
題
や
そ

の
解
決
方
法
、
経
費
、
事
業
効

果
を
見
え
る
化
し
、
わ
か
り
や

す
く
丁
寧
に
伝
え
、
市
民
と
の

協
働
、
民
間
活
力
の
導
入
な
ど

を
着
実
に
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
。
そ
こ
で
令
和
４
年
２
月
22

日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
将
来

像
が
示
さ
れ
た
清
水
駅
東
口
・

江
尻
地
区
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
中
間

案
の
策
定
後
は
、
具
現
化
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
は
︑
２
月
に
中

間
案
が
示
さ
れ
て
お
り
︑
今
後
︑

市
民
や
地
区
関
係
者
の
意
見
等
を

踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
︒
こ
れ
を
共
通
の
指
針
と
し
な

が
ら
︑
地
権
者
・
事
業
者
・
行
政

等
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
計
画

や
事
業
を
進
め
て
い
く
︒
そ
の
際

に
︑
様
々
な
実
務
的
課
題
の
検
討

や
解
決
が
必
要
に
な
る
︒
ガ
イ
ド

プ
ラ
ン
策
定
後
は
︑
市
は
そ
の
実

現
に
向
け
︑
果
た
す
べ
き
取
組
・

施
策
を
検
討
す
る
︒
ま
た
︑
清
水

み
な
と
ま
ち
づ
く
り
公
民
連
携
協

議
会
は
︑
引
き
続
き
関
係
者
の
間

に
立
っ
て
︑
情
報
収
集
︑
意
見
交

換
︑
協
議
調
整
を
担
う
な
ど
︑
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
︒

２月定例会で５会派が代表質問を行いました。質問の一部を抜粋してお知らせします。
代表質問は４人以上の所属議員を有する会派が行うことができます。

清水みなとまちづくり公民連携協議会

　清水港及び周辺地区を最大限に活かした「みなとまちづくり」を推進するために、市、

県、関係機関、民間企業で設立された一般社団法人。

　ガイドプランは、協議会が令和元年７月に提案したグランドデザインを実現するため、

まちづくりを先導する地区の、今後概ね20年以内のあるべき姿（可能性）となすべき事（課

題）を提案するもの。

語句説明

●「市議会だより」は、新しい生活様式を推奨するため、配布者の負担を軽減するよう「広報しずおか」と合同で発行しています。●「市議会だより」は、新しい生活様式を推奨するため、配布者の負担を軽減するよう「広報しずおか」と合同で発行しています。
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質
問
者

山
梨
　
渉
(
公
明
党
)

４
次
総
に
お
け
る
子
育
て
政
策
の
取
組

　
本
市
は
、
子
ど
も
の
幸
せ
を
最
優
先
と
す
る
日
本
一
の
子
育
て

都
市
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
４
次
総
で
は
、
子
育
て
政
策

を
ど
う
位
置
付
け
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

　
　
　
４
次
総
で
は
︑
全
て
の
子
ど
も
が
安
全
な
ま
ち
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
創
造
し
︑
夢
や
希
望
を
も
っ
て
健
や
か

に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
︑
困
難
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
を

公
民
連
携
で
支
え
る
政
策
を
中
心
に
据
え
︑
次
の
３
つ
の
取
組

を
重
視
す
る
︒①
障
が
い
の
あ
る
子
や
医
療
的
ケ
ア
児
な
ど
︑

多
様
な
背
景
を
持
つ
子
ど
も
を
受
け
入
れ
て
共
に
成
長
を
促
す

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推
進
︒②
日
常
的
に
家
族
の
介
護
や
家

事
を
担
い
心
理
的
・
身
体
的
な
負
担
を
抱
え
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

へ
の
支
援
︒③
子
ど
も
を
見
守
り
︑
子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
居
場
所
づ
く
り
︒
こ
の
よ
う
な
政
策
を
推
進
し
︑
誰
一
人

取
り
残
す
こ
と
の
な
い
持
続
可
能
な
都
市
を
創
り
上
げ
る
︒

答
弁

取
り
残
す
こ
と
の
な
い
持
続
可
能
な
都
市
を
創
り
上
げ
る
︒

陸上養殖三保サーモン

　三保半島の地下海水
を利用して陸上で養殖
されるトラウトサーモ
ン。寄生虫などの心配が
ない安全性や高い鮮
度、生育の良さが特長。

創業者育成室

　創業準備中の方、創業間もない方などがオフィ
スとして利用できる個室。産学交流センターに５
室、清水産業・情報プラザに32室設置されている。

静岡市コ・クリエーションスペース

市内企業、首都圏企業、フリーランス、学生、行
政などが集う交流拠点。レイアウト変更のしやす
いアウトドア用品を活用し、自由なアイデアの創
出や立場の違いを超えたコミュニケーションを
取りやすい環境を整えている。

語句説明

４次総

　第４次静岡市総合計画の略称。総合計画

は、長期的な視野に立ってまちづくりの方向

性を示す市政運営の最も基本となる計画で

あり、計画期間は2023年度から2030年度。

医療的ケア児

　医学の進歩を背景に、ＮＩＣＵ（新生児集中

治療室）等に長期入院した後、引き続き人工呼

吸器や胃ろう等を使用し、たんの吸引や経管

栄養などの医療的ケアが日常的に必要な児童

のこと。

語句説明

市街化区域　市街化調整区域

　都市計画法第７条に規定する計画的な市街

化を図るため、市街化区域と市街化調整区域

に区分する。（区域区分）

　市街化区域は、既に市街地を形成している

区域及び今後、優先的かつ計画的に市街化を

図るべき区域。

 市街化調整区域は、市街化を抑制すべき区域。

語句説明
質
問
者

鈴
木
　
直
人
(
自
民
党
)

雇
用
を
生
む
企
業
誘
致
の
推
進

　
企
業
の
立
地
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
用
地
確
保
の
取
組
内
容

と
効
果
は
ど
う
か
。
ま
た
、
そ
の
取
組
に
つ
い
て
、
企
業
の
動
向

を
ど
う
捉
え
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

　
　
　
現
在
︑
大
谷
小
鹿
地
区
の
市
街
化
調
整
区
域
を
市
街
化

区
域
に
編
入
し
︑
土
地
区
画
整
理
事
業
で
企
業
立
地
用
地
を
生

み
出
し
て
い
る
︒
一
方
︑
市
全
域
を
対
象
に
平
成
27
年
度
か
ら

実
施
す
る
用
地
調
査
で
民
間
開
発
を
誘
導
し
た
結
果
︑
葵
区
に

４
社
が
立
地
し
︑現
在
清
水
区
で
も
工
場
建
設
が
進
ん
で
い
る
︒

２
年
度
に
は
︑
市
街
化
調
整
区
域
の
立
地
基
準
に
︑
本
市
の
成

長
分
野
の
食
品
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
な
ど
５
分
野
を
追
加
し
た
︒
企

業
の
動
向
は
︑
業
務
拡
大
や
工
場
等
の
集
約
に
係
る
相
談
が
増

え
て
い
る
︒
今
後
︑
市
外
県
外
か
ら
も
民
間
投
資
を
呼
び
込
む

た
め
︑
３
年
度
実
施
の
７
０
０
０
社
へ
の
進
出
意
向
調
査
結
果

を
基
に
︑
４
年
度
は
企
業
へ
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
︒

答
弁

質
問
者

児
嶋
　
喜
彦
(
志
政
会
)

病
児
・
病
後
児
保
育
室
の
周
知

　
病
児
・
病
後
児
保
育
室
は
各
区
に
一
か
所
ず
つ
あ
る
と
聞
く
が
、

私
は
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
。
便
利
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
周
知
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
必
要
な
人
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な
い
。
そ

こ
で
、各
区
の
定
員
と
受
入
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

周
知
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
定
員
は
︑
葵
区
４
名
︑
駿
河
区
と
清
水
区
が
各
３
名
の

計
10
名
で
あ
る
︒
受
入
状
況
は
︑
３
か
所
合
計
の
年
間
利
用
者

数
が
︑
２
年
度
は
３
３
０
名
︑
３
年
度
は
１
月
末
ま
で
で
７
６

４
名
で
あ
っ
た
︒
周
知
に
つ
い
て
は
︑
現
在
︑
利
用
案
内
を
︑

市
Ｈ
Ｐ
と
子
育
て
応
援
総
合
サ
イ
ト
﹁
ち
ゃ
む
し
ず
お
か
﹂
や
︑

各
区
子
育
て
支
援
課
等
で
配
布
す
る
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に

掲
載
し
て
い
る
が
︑
今
後
は
さ
ら
に
多
く
の
方
に
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
︑
広
報
紙
へ
の
掲
載
︑
市
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
等
︑
様
々

な
方
法
で
周
知
を
図
る
︒

答
弁

質
問
者

杉
本
　
護
(
共
産
党
)

コ
ロ
ナ
禍
の
中
小
企
業
へ
の
支
援
策

　
市
が
コ
ロ
ナ
と
い
う
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
困
っ
て
い
る
事
業
者

全
て
を
支
援
す
る
こ
と
が
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
精
神
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
国
と
県
の
給
付
対
象
外
の
困
窮
す
る
中
小
企
業
へ
の
給
付
金

を
創
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
建
築
業
の
仕
事
づ
く
り
や

経
済
振
興
と
し
て
、
住
宅
改
修
を
補
助
す
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
を
創
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
市
が
実
施
し
た
応
援
金
の
対
象
基
準
は
︑
経
済
団
体
関

係
者
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
︑
企
業
努
力
の
み
で
早
期
の
回
復

が
難
し
い
水
準
の
目
安
と
し
て
︑
30
％
以
上
の
売
上
げ
減
が
示

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
︑
現
時
点
で
そ
れ
以
外
の
事

業
者
へ
の
現
金
給
付
は
考
え
て
い
な
い
︒
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
創
設
の
予
定
も
な
い
が
︑
消
費
喚
起
事
業
や
資
金
繰
り

支
援
と
共
に
︑
事
業
拡
大
や
新
分
野
進
出
へ
の
新
た
な
支
援
を

通
じ
︑
地
域
振
興
に
努
め
て
い
く
︒

答
弁

質
問
者

浜
田
　
佑
介
(
創
生
静
岡
)

新
事
業
の
創
出
と
創
業
支
援

　
本
市
の
開
業
率
は
全
国
平
均
よ
り
低
水
準
で
あ
り
、
産
業
分
野

が
停
滞
し
て
い
る
と
考
え
る
。
産
業
分
野
の
活
性
化
こ
そ
が
人
口

減
少
を
食
い
止
め
る
カ
ギ
だ
と
言
え
る
が
、
新
事
業
創
出
・
創
業

支
援
の
取
組
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
新
事
業
創
出
で
は
︑
産
学
官
連
携
に
よ
る
研
究
開
発
基

盤
を
確
立
し
︑
陸
上
養
殖
三
保
サ
ー
モ
ン
の
事
業
化
な
ど
多
く

の
成
果
を
あ
げ
た
︒
創
業
支
援
で
は
︑
窓
口
相
談
実
施
や
創
業

者
育
成
室
運
営
な
ど
︑
創
業
前
か
ら
創
業
後
ま
で
一
連
の
支
援

を
行
う
こ
と
で
︑新
規
開
業
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
︒
ま
た
︑

新
事
業
創
出
や
創
業
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
と
し
て
︑
３
年

８
月
に
静
岡
市
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
開
設
し
た
︒

今
後
は
︑
創
業
支
援
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
︑
交
流
拠
点

で
生
ま
れ
た
事
業
ア
イ
デ
ア
の
ビ
ジ
ネ
ス
化
を
支
援
し
︑
更
な

る
新
事
業
創
出
と
創
業
者
の
輩
出
を
推
し
進
め
る
︒

答
弁

三保サーモン

静岡市のココが聞きたい

個 人 質 問

令和4年3月3日、4日の2日間、13人の議員が個人質問
を行いました。質問の一部を抜粋してお知らせします。

自民党＝自由民主党静岡市議会議員団（22人）
創生静岡（８人）、公明党＝公明党静岡市議会（６人）
志政会（６人）、共産党＝日本共産党静岡市議会議員団（４人）
緑の党＝緑の党グリーンズジャパン（１人）
街づくり研究会（１人）

※２面以降会派名は略称で表示しています。

※新型コロナウイルス感染症対策のため、議場への
　着席人数を制限しました。

会 派

２月定例会日程

会期決定、議案上程
（補正議案等）・説明

本会議
（開会）

本会議
（閉会）

２月４日

補正議案等質疑、委員会付託本会議２月８日

補正議案等審査常任委員会２月９日、10日
議案上程（補正議案等）・
委員長報告・質疑・討論・表決
議案上程（当初議案等）・
施政方針

議案上程（当初議案等）・
委員長報告・質疑・討論・表決
人事案件上程・説明・質疑・委
員会付託省略・討論・表決

本会議２月17日

本会議
（総括質問）

３月１日、２日、
３日、４日

常任委員会３月８日、９日、
10日、11日

決議案上程・説明・質疑～討論
省略・表決、質問、委員会付託、
追加議案上程・説明・質疑・委
員会付託

３月18日

当初議案等審査

令
和
３
年
度
補
正
予
算
︑
令
和
４
年
度
当
初
予
算
を
可
決

　
令
和
４
年
２
月
４
日
か
ら
３
月
18
日
ま
で
の
43
日
間
に
わ

た
っ
て
２
月
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
︒

　
定
例
会
で
は
︑
イ
ベ
ン
ト
開
催
支
援
と
消
費
拡
大
促
進
の

一
体
的
な
実
施
に
よ
り
︑
ま
ち
全
体
の
賑
わ
い
回
復
の
推
進

に
要
す
る
経
費
の
ほ
か
︑
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
市
民
生
活
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
︑
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
情

報
通
信
環
境
の
整
備
等
の
取
組
を
推
進
す
る
経
費
な
ど
を
計

上
し
た
３
年
度
補
正
予
算
や
︑
第
３
次
総
合
計
画
の
総
仕
上

げ
と
し
て
︑
５
大
構
想
を
着
実
に
推
進
す
る
取
組
や
持
続
可

能
な
ま
ち
を
目
指
し
︑﹁
経
済
社
会
変
革
﹂︑﹁
防
災
・
減
災
︑

国
土
強
靭
化
﹂
を
推
進
す
る
経
費
な
ど
を
計
上
し
た
４
年
度

当
初
予
算
な
ど
︑
93
件
の
議
案
と
１
件
の
請
願
を
審
議
し
︑

１
件
の
陳
情
を
審
査
し
ま
し
た
︒

　
２
月
17
日
に
は
田
辺
市
長
が
施
政
方
針
を
表
明
し
︑﹁
Ｌ
ｉ

ｆ
ｅ︵
い
の
ち
︶
を
大
切
に
︑Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ︵
く
ら
し
︶
も
大
切
に
﹂

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
︑
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
や
経
済
回
復
に
全
力
を
尽
く
す
た
め
︑
３
年
度
２
月

補
正
予
算
と
４
年
度
当
初
予
算
を
一
体
で
編
成
す
る
と
と
も

に
︑
第
４
次
総
合
計
画
策
定
に
向
け
た
考
え
方
や
︑
人
口
活

力
維
持
︑
脱
炭
素
社
会
の
実
現
な
ど
を
よ
り
強
く
打
ち
出
し

た
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
︒

　
ま
た
︑
施
政
方
針
を
受
け
て
の
代
表
質
問
と
個
人
質
問
で

は
︑
市
長
の
政
治
姿
勢
︑
４
年
度
の
財
政
運
営
︑
子
育
て
・

教
育
の
ほ
か
︑
津
波
発
生
時
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
ま
し
た
︒︵
１
~
３
面
掲
載
︶︒

　
３
月
18
日
の
本
会
議
最
終
日
に
は
３
月
８
日
︑９
日
︑10
日
︑

11
日
に
開
催
し
た
各
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ

た
ほ
か
︵
５
面
掲
載
︶︑
３
月
11
日
の
観
光
文
化
経
済
委
員
会

で
提
出
・
審
査
さ
れ
た
海
洋
文
化
施
設
整
備
事
業
に
関
す
る

経
費
を
削
除
す
る
修
正
案
が
改
め
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
︵
４

面
掲
載
︶︒
表
決
の
結
果
︑
修
正
案
に
つ
い
て
は
︑
賛
成
少
数

で
否
決
し
︑
す
べ
て
の
議
案
を
全
会
一
致
ま
た
は
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
︵
６
面
掲
載
︶︒

２
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し
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通級指導教室

　読み書きに時間がかかったり、友達とのコミュ

ニケーションが上手く取れなかったりするなど、

障がいがあることによる学習面や生活面での困

難に対し、子供の自立を目指し、障がいによる困

難を改善・克服するために一人一人の状況に応じ

た指導を行う教室。現在市内に11校設置している。

語句説明

語句説明

都市再生推進法人

　都市再生特別措置法に基づき、地域のまちづく
りの新たな担い手として行政の補完的機能を担い
うる団体を、市町村が指定するもの。

語句説明

有度山総合整備計画

静岡県・旧静岡市・旧清水市と学術委員、民間

専門家で策定した有度山再整備に関する計画。

語句説明

ＺＥＨ（ゼッチ）

　ネット・ゼロ・エネルギー・ハウスの略。

省エネに加え、再生可能エネルギー等の導入な

どにより、照明・給湯など一次消費エネルギーの

収支０を目指す住宅。

しずおか型ＭａａＳ

　誰もが利用しやすい新たな移動サービスの提

供と持続可能なまちづくりの実現を、交通分野

だけでなく、人々の暮らしに関連するあらゆる

分野と連携して目指す取組。

クールチョイス

　省エネ型製品への買換

えなど地球温暖化対策の

ためのあらゆる「賢い選

択」を促す国民運動。

質
問
者

石
井

　孝
治
(
創
生
静
岡
)

静
岡
型
小
中
一
貫
教
育
の
全
市
一
斉
ス
タ
ー
ト

　静
岡
型
小
中
一
貫
教
育
の
令
和
４
年
４
月
全
市
一
斉
ス
タ
ー
ト

を
控
え
、
教
育
構
想
の
策
定
な
ど
現
在
の
状
況
は
。

　
　
　
静
岡
型
小
中
一
貫
教
育
で
は
︑
小
学
校
と
中
学
校
の
た

て
の
つ
な
が
り
と
︑
学
校
と
地
域
の
よ
こ
の
つ
な
が
り
を
強
化

し
︑
た
く
ま
し
く
し
な
や
か
な
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
す
︒
市

内
43
の
中
学
校
区
を
グ
ル
ー
プ
と
し
︑
平
成
28
年
度
か
ら
︑
静

岡
型
小
中
一
貫
教
育
の
準
備
を
各
グ
ル
ー
プ
で
進
め
て
き
た
︒

教
育
委
員
会
は
︑①
教
育
目
標
の
共
有
︑②
９
年
間
を
見
通
し
た

教
育
課
程
の
編
成
︑③
教
職
員
の
協
働
と
児
童
生
徒
の
交
流
︑④

地
域
と
の
連
携
の
４
つ
の
視
点
を
方
向
性
と
し
て
示
し
た
︒
こ

れ
ら
を
基
に
各
グ
ル
ー
プ
で
は
︑
代
表
校
長
を
中
心
に
︑
地
域
・

保
護
者
と
教
職
員
が
協
議
を
重
ね
︑
各
グ
ル
ー
プ
の
小
中
一
貫

教
育
の
目
標
や
計
画
を
含
む
教
育
構
想
を
策
定
し
た
︒

答
弁

質
問
者

市
川

　正
(
共
産
党
)

空
調
設
備
設
置
に
よ
る
快
適
な
教
育
環
境
整
備

　全
市
立
小
中
学
校
の
普
通
教
室
で
空
調
設
備
設
置
が
完
了
し
た

が
、
稼
働
の
効
果
は
ど
う
か
。
ま
た
、
学
校
体
育
館
は
猛
暑
時
に

炎
天
を
避
け
る
屋
内
運
動
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
避
難

所
で
も
あ
り
、
避
難
所
環
境
を
整
備
し
、
子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
、

空
調
設
備
を
急
い
で
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
設
置
状
況
及
び

体
育
館
を
利
用
す
る
児
童
生
徒
の
健
康
状
況
は
。

　
　
　
３
年
度
は
普
通
教
室
で
熱
中
症
に
よ
り
体
調
を
崩
し
た

と
の
報
告
は
な
か
っ
た
︒
ま
た
︑
児
童
生
徒
か
ら
は
勉
強
に
集

中
で
き
る
と
い
っ
た
声
を
聞
い
て
い
る
︒
一
方
︑
現
時
点
で
は

体
育
館
に
空
調
を
設
置
し
て
お
ら
ず
︑気
候
が
厳
し
い
時
期
は
︑

空
調
が
設
置
さ
れ
た
教
室
を
活
用
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
３
年
度

は
体
育
館
利
用
時
に
熱
中
症
に
よ
り
体
調
を
崩
し
た
と
の
報
告

が
あ
っ
た
た
め
︑こ
ま
め
な
水
分
補
給
や
送
風
機
の
導
入
な
ど
︑

改
め
て
熱
中
症
対
策
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
︒

答
弁

質
問
者

福
地

　健
(
自
民
党
)

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推
進

　４
年
度
の
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
数
の
見
込
み

と
設
置
予
定
の
学
級
数
、
そ
の
他
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
に
対
す
る
人
的
配
置
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　
　
特
別
支
援
学
級
の
児
童
生
徒
数
は
︑
４
年
度
は
10
年
前

の
平
成
23
年
度
の
約
２
.５
倍
の
１
３
９
０
人
︑
学
級
数
は
平

成
23
年
度
の
約
２
.３
倍
の
２
５
５
学
級
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
︒
ま
た
︑
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
へ
の
人
的
配
置

と
し
て
︑
通
常
学
級
及
び
特
別
支
援
学
級
の
特
別
支
援
教
育
支

援
員
︑
自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
支
援
学
級
の
非
常
勤
講
師
︑

医
療
的
ケ
ア
に
必
要
な
看
護
職
員
を
そ
れ
ぞ
れ
増
員
す
る
ほ

か
︑
通
級
指
導
教
室
を
西
奈
南
小
学
校
に
新
設
す
る
︒
こ
の
よ

う
に
︑
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
︑
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
す
と
と
も
に
︑
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
け
る
よ
う
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
推
進
す
る
︒

答
弁

質
問
者

長
沼

　滋
雄
(
創
生
静
岡
)

気
候
危
機
回
避
に
向
け
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

　脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
、
資
源
の
消

費
の
抜
本
的
な
抑
制
に
着
手
す
べ
き
と
考
え
る
。
気
候
危
機
の
回

避
に
は
、
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
︑ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
を
通
じ
た
普
及
啓
発
や
︑

環
境
大
学
等
で
の
人
材
育
成
︑Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
導
入
支
援
や
省
エ
ネ

家
電
へ
の
買
換
え
促
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
︒
今
後
︑
市

民
一
人
ひ
と
り
が
さ
ら
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
て
い
く
た

め
に
は
︑
産
業
構
造
や
経
済
な
ど
の
社
会
シ
ス
テ
ム
を
変
革
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
と
な
る
︒
こ
の
た
め
︑
し
ず
お
か
型
Ｍ
ａ

ａ
Ｓ
の
推
進
な
ど
新
た
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
︑
環
境
負

荷
の
低
い
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
の
提
供
な
ど
︑
経
済
界
と
も
連
携

し
︑
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
行
動
変
容
に
向
け
た
取
組
を
重
ね
︑

市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
革
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
︒

答
弁

質
問
者

松
谷

　清
(
緑
の
党
)

会
計
年
度
任
用
職
員
の
休
暇
制
度

　令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
の
小
中
学
校
の
非
常
勤
講
師
を
除
い

た
会
計
年
度
任
用
職
員
の
男
女
別
、
年
代
別
の
職
員
数
は
ど
う
か
。

ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
働
く
女
性
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
の
休
暇
制
度
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

　
　
　
総
数
は
２
９
１
５
人
で
︑
男
女
別
で
は
︑
男
性
が
６
０

９
人
︑
女
性
が
２
３
０
６
人
︑
年
代
別
で
は
30
歳
代
以
下
が
４

８
４
人
︑
40
歳
代
か
ら
50
歳
代
が
１
４
１
６
人
︑
60
歳
代
以
上

が
１
０
１
５
人
で
あ
る
︒
女
性
に
限
ら
ず
子
育
て
世
代
の
会
計

年
度
任
用
職
員
が
利
用
で
き
る
休
暇
制
度
は
︑
産
前
休
暇
︑
産

後
休
暇
な
ど
の
有
給
休
暇
と
︑
育
児
休
業
︑
部
分
休
業
な
ど
の

無
給
の
休
暇
等
が
あ
る
︒
ま
た
︑
不
妊
治
療
と
仕
事
の
両
立
を

支
援
す
る
た
め
︑
全
職
員
が
利
用
で
き
る
有
給
休
暇
と
し
て
︑

４
年
１
月
か
ら
出
生
サ
ポ
ー
ト
休
暇
を
新
設
す
る
な
ど
︑
子
育

て
世
代
の
職
員
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備
し
て
い
る
︒

答
弁

質
問
者

寺
尾

　昭
(
共
産
党
)

法
令
違
反
の
原
因
と
再
発
防
止
に
向
け
た
対
策

　現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
高
橋
雨
水
ポ
ン
プ
場
、
歴
史
博
物
館
の

両
建
設
事
業
に
お
い
て
、
相
次
い
で
法
令
違
反
が
発
覚
し
、
市
民

か
ら
も
批
判
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
お
け

る
法
令
違
反
の
原
因
と
再
発
防
止
の
対
策
は
何
か
。

　
　
　
ポ
ン
プ
場
建
設
事
業
で
は
︑
法
令
遵
守
意
識
の
欠
如
︑

誤
っ
た
法
令
解
釈
︑
事
務
手
続
き
の
不
備
が
︑
歴
史
博
物
館
建

設
事
業
で
は
︑
工
事
関
係
者
間
で
の
法
定
手
続
に
係
る
確
認
不

足
と
︑
情
報
の
未
共
有
が
原
因
で
あ
る
︒
再
発
防
止
策
と
し
て

は
︑
ま
ず
全
職
員
に
対
し
研
修
を
実
施
す
る
︒
さ
ら
に
︑
上
下

水
道
局
で
は
議
事
録
の
作
成
の
徹
底
︑
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
見

直
し
と
︑
再
発
防
止
に
向
け
た
取
組
状
況
の
外
部
機
関
等
に
よ

る
確
認
を
︑
観
光
交
流
文
化
局
で
は
書
面
に
よ
る
情
報
共
有
の

徹
底
と
︑
工
事
施
工
業
者
と
の
月
２
回
の
定
例
会
議
で
工
事
施

工
前
の
法
令
確
認
を
加
え
て
実
施
す
る
︒

答
弁

質
問
者

寺
澤

　潤
(
自
民
党
)

草
薙
駅
周
辺
に
お
け
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　本
市
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
と
先
行
事
例
で
あ
る
草

薙
駅
周
辺
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
公
共
空
間

を
利
活
用
し
た
賑
わ
い
創
出
な
ど
に
よ
り
地
域
の
価
値
を
高
め

る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
て
お
り
︑
草
薙
カ
ル
テ
ッ

ド
と
御
伝
鷹
︵
み
て
た
︶
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
を
都
市
再
生

推
進
法
人
に
指
定
し
た
︒
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
で
あ
る
草
薙
駅
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
で
は
︑﹁
草
薙
か
ら
若
者
が
挑
戦
で
き
る
環
境

を
産
学
官
民
で
一
緒
に
作
り
︑
静
岡
市
で
将
来
活
躍
す
る
人
材

の
増
加
﹂
を
テ
ー
マ
に
︑
地
元
企
業
の
支
援
や
自
治
会
及
び
周

辺
大
学
と
の
連
携
で
草
薙
に
集
ま
る
学
生
の
育
成
を
行
っ
て
い

る
︒
今
後
は
︑
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
団
体
と
の
連
携
や
若
者
の

人
材
育
成
な
ど
︑
公
民
の
連
携
を
積
極
的
に
進
め
︑
地
域
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
を
全
市
的
に
広
げ
て
い
く
︒

答
弁

質
問
者

宮
澤

　圭
輔
(
創
生
静
岡
)

４
次
総
に
お
け
る
有
度
山
の
活
用
の
位
置
付
け

　平
成
元
年
策
定
の
有
度
山
総
合
整
備
計
画
で
は
、
遊
び
・
学
び
・

交
流
・
創
造
を
テ
ー
マ
に
大
変
夢
の
あ
る
活
用
案
が
列
挙
さ
れ
て

い
た
。
有
度
山
は
、
今
後
の
市
の
発
展
を
支
え
る
重
要
な
場
所
と

考
え
る
が
、
そ
の
活
用
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
整
備
計

画
を
４
次
総
に
盛
り
込
む
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
有
度
山
の
活
用
と
し
て
は
︑
日
本
平
公
園
の
整
備
を
進

め
︑
様
々
な
地
域
資
源
を
磨
き
上
げ
︑
魅
力
向
上
に
努
め
て
き

た
︒
ま
た
︑
美
し
い
眺
望
を
活
か
し
︑Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
の
拠
点

と
し
て
活
用
し
て
き
た
︒
さ
ら
に
︑
日
本
夜
景
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
山
頂
か
ら
の
夜
景
を
楽
し
む
ツ
ア
ー
な
ど
︑
公
民
連
携
に

よ
る
観
光
資
源
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
︑
交
流
人
口
の
拡
大
に

つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る
︒
４
次
総
で
も
︑
引
き
続
き
日
本

平
公
園
の
整
備
や
︑
観
光
資
源
の
充
実
に
よ
り
誘
客
を
図
り
︑

本
市
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
有
度
山
の
活
用
を
図
っ
て
い
く
︒

答
弁

環境問題等について楽しく学
べるCOOL CHOICEかるた

草薙カルテッドの活動の様子日本平から見た夜景

病児・病後児保育室

　保護者の子育てと就労の両立を支援する

ために、病気または病気回復期の子どもを預

かり、必要な看護や保育を行う施設。各区に

１か所ずつ設置している。

語句説明
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主
な
議
案

主
な
議
案

２
月
定
例
会
で
審
議
し
た
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

　
持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
し
、「
経
済
社
会
変
革
」「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
」
を
推
進
す
る
取
組
を
予
算
に
反
映
。
国
の

「
16
か
月
予
算
」の
考
え
方
と
連
動
し
、令
和
３
年
度
２
月
補
正
予
算
と
令
和
４
年
度
当
初
予
算
を
一
体
で
編
成
し
ま
し
た
。

補正予算の概要

◆予算計上額
令
和
３
年
度
静
岡
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

自
治
体
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
推
進
事
業

(
８
３
,
７
６
０
千
円
)

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
た
オ
ン
ラ

イ
ン
手
続
き
を
実
現
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

整
備
と
︑市
民
の
転
出
・
転
入
手
続
き
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
化
を
図
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修

を
行
う
も
の
︒

公
共
建
築
物
整
備
基
金
積
立
金

(
５
,
０
０
０
,
０
０
０
千
円
)

　﹁
静
岡
市
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本

方
針
﹂に
掲
げ
る
長
寿
命
化
の
推
進
に
あ
た

り
︑公
共
建
築
物
の
長
寿
命
化
や
更
新
に
係

る
経
費
の
中
長
期
的
な
財
源
不
足
に
対
応
す

る
た
め
︑基
金
に
積
み
立
て
る
も
の
︒

ま
ち
は
劇
場
Ｔ
Ｒ
Ｙ

,22
開
催
事
業
負
担
金

(
８
０
,０
０
０
千
円
)

　
市
内
で
開
催

さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
回
復
と
持
続

化
に
よ
る
交
流

人
口
の
拡
大
に

向
け
︑﹁
ま
ち
は

劇
場
﹂に
資
す
る

イ
ベ
ン
ト
の
開

催
を
支
援
す
る

も
の
︒

「まちは劇場」
パートナーイベントのイメージ

ウクライナ国旗の色にライトアップされた
あおい塔

表決の様子

市議会の意見を表明しました

　議会は、一定の事項について機関としてその意思や考えを表明する権限（意見表明
権）をもっています。具体的には、意見書提出権、決議などがあります。決議とは、法的
拘束力はありませんが、議会としての意思を対外的に表明するものです。
　市議会では令和４年２月定例会で議員発議による「ロシア連邦によるウクライナ侵略
に断固抗議する決議」を全会一致で可決しました。

　3月11日の観光文化経済委員
会に、令和４年度一般会計当初
予算に関する修正案が提出され
ました。修正案の内容は令和４
年度一般会計当初予算案のう
ち、海洋文化施設整備事業費を
削除するものです。修正案は賛
成少数で否決され、当初予算案
は原案のとおり可決されました。
　また、３月18日の本会議に、委
員会と同様の修正案が提出さ
れ、修正案は賛成少数で否決、
当初予算案は原案のとおり可決
されました。

ロシア連邦によるウクライナ侵略に断固抗議する決議

　2022年２月24日、ロシア連邦は隣国ウクライナへの軍事侵攻
を行った。これは、国際社会ひいては我が国の平和と秩序、安全を
脅かし、明白な国際法違反であり、断じて容認できない。
　武力攻撃にさらされているウクライナ国民を思うとき、ロシア連
邦の一方的な侵略に強い憤りを覚える。我が国をはじめとする国
際社会は、この暴挙を抑えるためのあらゆる外交努力を行うべき
であり、一日も早い地域の安定を願うものである。
　ここに静岡市議会は、ロシア連邦による一連のウクライナへの侵
略に断固抗議するとともに、ロシア軍の即時かつ無条件での完全撤
退を強く求めるものである。
　以上、決議する。

静岡市議会

一般会計

約90億2千万円増

特別会計

約6億8千万円減

企業会計

約10億4千万円減

全会計

約72億9千万円増

当初予算の概要

◆予算計上額

令
和
４
年
度
静
岡
市
一
般
会
計

当
初
予
算

中
小
企
業
事
業
高
度
化
事
業
費
助
成
(
８
０
,
０
０
０
千
円
)

　
生
産
性
向
上
等
に
資
す
る
機
械
設
備
設
置
事
業
及
び

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
資
す
る
機
械
設
備
設
置
事
業
に
対
し
︑

支
援
す
る
も
の
︒

静
岡
型
「
災
害
時
総
合
情
報
サ
イ
ト
」
構
築
事
業

(
４
,
７
３
０
千
円
)

　
市
民
が
必
要
と
す
る
情
報
を
わ
か
り
や
す
い
形
で
提

供
す
る
た
め
︑防
災
に
関
す
る
情
報
等
を
︑い
つ
で
も
誰

も
が
閲
覧
で
き
る﹁
防
災
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
﹂を
構

築
す
る
も
の
︒

コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス

運
営
事
業
(
２
５
,
５
５
９
千
円
)

　
企
業
︑学
生
︑行
政
な
ど
︑多

種
多
様
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
利
用

で
き
る
よ
う
整
備
し
た
拠
点
を

運
用
す
る
も
の
︒

コ・クリエーションスペース

一般会計

3,378億円

（対前年度81億円増）

全会計

6,541億円

（対前年度10億円減）

議案に対する修正案を
委員会、本会議に提出 ２

つ
の
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
　

防
災
・
減
災
、国
土
強
靭
化
　

清
水
駅
東
口
周
辺
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業

(
７
５
,
３
０
０
千
円
)

　
桜
ヶ
丘
病
院
や
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
移
転
な
ど

を
見
据
え
︑今
後
の
清
水
駅
東
口
の
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

を
視
野
に
入
れ
︑新
た
な
人
の
流
れ
に
対
応
で
き
る
よ

う
︑歩
行
者
の
回
遊
性
向
上
及
び
防
災
機
能
強
化
を
図
る

も
の
︒ 海

洋
文
化
の
拠
点
づ
く
り

夜
間
景
観
整
備
事
業
(
１
３
９
,
０
０
０
千
円
)

　
歴
史
博
物
館
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
や
大
河
ド
ラ
マ
関

連
の
誘
客
事
業
に
合
わ
せ
︑駿
府
城
公
園
の
中
堀
の
一
部

︵
巽
櫓
・
東
御
門
周
辺
︶に
照
明
機
器
を
先
行
的
に
整
備
す

る
も
の
︒

歴
史
文
化
の
拠
点
づ
く
り

環
境
保
健
研
究
所
建
設
事
業
(
１
１
２
,０
０
０
千
円
)

　
老
朽
化
が
著
し
い
環
境
保
健
研
究
所
を
移
転
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
︑検
査
体
制
︑調
査
研
究
機
能
及
び
情
報

発
信
力
の
強
化
を
図
り
︑も
っ
て
市
民
の
生
活
環
境
及

び
健
康
に
関
す
る
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
と
と
も
に
︑

移
転
用
地
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
等
を
行
う

も
の
︒ 教

育
文
化
の
拠
点
づ
く
り

大
河
ド
ラ
マ
活
用
推
進
事
業
(
３
０
０
,０
０
０
千
円
)

　
令
和
５
年
大
河
ド
ラ
マ﹁
ど
う
す
る
家
康
﹂の
放
送
に

合
わ
せ
︑全
国
か
ら
観
光
客
を
呼
び
込
み
︑同
時
期
に
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
歴
史
博
物
館
の
誘
客
や
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
な
が
ら
︑市
内
周
遊
の
促
進
や

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
も
の
︒

ま
ち
は
劇
場
の
推
進

認
知
症
ケ
ア
推
進
体
制
整
備
事
業
(
２
６
,
２
０
１
千
円
)

　
認
知
症
ケ
ア
推
進
セ
ン
タ
ー﹁
か
け
こ
ま
ち
七
間
町
﹂

の
運
営
や
静
岡
型
Ｍ
Ｃ
Ｉ
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究
事
業

な
ど
︑産
学
官
民
が
連
携
し
て
︑認
知
症
の
方
や
ご
家
族

へ
の
支
援
の
充
実
と
全
世
代
に
向
け
た
認
知
症
の
理
解

促
進
を
図
る
体
制
を
構
築
す
る
も
の
︒

健
康
長
寿
の
ま
ち
の
推
進

経
済
社
会
変
革



各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
︑そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
長
が
報
告
し
ま
し
た
︒

委
員
長
報
告
に
お
け
る
委
員
の
意
見
や
要
望
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

常
任
委
員
長
報
告

【
２
月
17
日
報
告
】

＊
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
基
金
に
つ
い
て
︑
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
の
寄
附
金
は
中
小
企
業
の
成
長
促
進
な
ど
地
方
創
生
に
活
用

さ
れ
た
い
︒
ま
た
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
積
立
金
に
つ
い
て
も
︑
目
的
︑

計
画
に
沿
っ
た
適
正
な
運
用
に
取
り
組
ま
れ
た
い
︒

＊
ふ
る
さ
と
寄
附
金
受
入
推
進
事
業
に
つ
い
て
︑
伝
統
芸
能
や
日
本
平

か
ら
の
景
観
を
楽
し
め
る
来
訪
型
・
体
験
型
の
返
礼
品
も
検
討
さ
れ

た
い
︒

【
３
月
18
日
報
告
】

＊
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
に
つ
い
て
︑
法
令
遵
守
に
向
け
︑
研
修
の

実
施
な
ど
の
万
全
な
取
組
や
︑
業
務
の
適
正
さ
を
確
保
す
る
た
め
の

内
部
統
制
の
確
立
を
求
め
る
︒︒

＊
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
は
︑
移
住
・
定
住
推
進
事
業
や
︑

観
光
促
進
事
業
と
も
密
接
に
関
連
す
る
事
業
で
あ
る
か
ら
︑
本
市
が

移
住
先
と
し
て
選
ば
れ
︑
憧
れ
の
都
市
と
な
る
よ
う
事
業
を
推
進
し

て
ほ
し
い
︒

＊
ア
リ
ー
ナ
誘
致
推
進
事
業
に
つ
い
て
︑
具
体
的
な
整
備
手
法
や
財
源

構
成
の
検
討
に
当
た
り
︑
コ
ス
ト
面
で
の
懸
念
も
あ
る
た
め
慎
重
な

対
応
と
︑
確
か
な
需
要
予
測
の
も
と
に
市
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
事

業
ス
キ
ー
ム
の
構
築
を
求
め
る
︒
ま
た
︑
交
通
対
策
な
ど
に
つ
い
て

丁
寧
な
情
報
提
供
に
努
め
ら
れ
た
い
︒

＊
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業
に
つ
い
て
︑Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ユ
ー
ス
サ
ミ
ッ
ト
が
国

連
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
︑
素
晴
ら
し
い
取
組
を
し
て
い
る
の

で
︑
積
極
的
に
情
報
発
信
さ
れ
た
い
︒

※

観
光
文
化
経
済
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
修
正
案
に
つ
い
て
は
、
４
面
参
照
。

総
務
委
員
会

【
２
月
17
日
報
告
】

＊
登
録
、
証
明
書
交
付
事
業
に
つ
い
て
︑
多
く
の
人
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
活
用
し
た
転
出
・
転
入
手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
利

用
で
き
る
よ
う
︑
他
の
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
︑
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
︒

＊
Ｚ
Ｅ
Ｈ
化
の
推
進
は
︑
脱
炭
素
化
へ
の
大
変
重
要
な
取
組
で
あ
る
た

め
︑
よ
り
多
く
の
人
が
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
補
助
金
を
活
用
で
き

る
よ
う
︑
様
々
な
工
夫
を
し
て
取
り
組
ま
れ
た
い
︒

＊
教
育
用
情
報
機
器
整
備
事
業
に
つ
い
て
︑
市
立
高
等
学
校
に
導
入
予

定
の
パ
ソ
コ
ン
の
仕
様
の
見
直
し
と
︑
継
続
的
に
機
器
の
更
新
を
行

い
︑
生
徒
が
最
新
技
術
に
触
れ
て
学
べ
る
環
境
を
整
備
さ
れ
た
い
︒

【
３
月
18
日
報
告
】

＊
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
導
入
は
素
晴
ら
し
い
取
組
で
あ
る

が
︑
新
し
い
制
度
で
あ
る
た
め
︑
制
度
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
︑
様
々

な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
︑
丁
寧
に
対
応
さ
れ
た
い
︒

＊
２
０
５
０
年
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
の
達
成
に
向
け
︑
地
球

温
暖
化
対
策
関
連
事
業
は
︑
50
年
後
︑
1
0
0
年
後
の
あ
る
べ
き
姿

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
着
実
に
取
組
を
進
め
ら
れ
た
い
︒
ま
た
︑
来
年
度

策
定
す
る
第
３
次
静
岡
市
環
境
基
本
計
画
は
︑
市
の
環
境
政
策
の
総

合
的
な
方
向
性
を
示
す
計
画
で
あ
る
た
め
︑
気
概
を
持
っ
て
策
定
作

業
を
進
め
ら
れ
た
い
︒

＊
静
岡
を
食
べ
よ
う
！
お
い
し
い
給
食
提
供
事
業
は
︑
調
理
師
な
ど
を

招
い
た
調
理
実
習
の
体
験
や
︑
学
校
給
食
に
関
す
る
情
報
を
集
約
し

た
総
合
サ
イ
ト
に
︑
静
岡
な
ら
で
は
の
献
立
の
レ
シ
ピ
を
載
せ
る
な

ど
︑
家
庭
で
も
給
食
を
楽
し
め
る
工
夫
を
さ
れ
た
い
︒

市
民
環
境
教
育
委
員
会

【
２
月
17
日
報
告
】

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
は
︑
５
歳
か
ら
11
歳
の

子
ど
も
へ
の
接
種
開
始
に
伴
い
︑
保
護
者
や
学
校
の
理
解
が
大
切
で

あ
る
こ
と
か
ら
︑
こ
れ
ら
関
係
者
と
の
連
携
に
努
め
ら
れ
た
い
︒

＊
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
に
関
連
し
て
︑

コ
ロ
ナ
禍
の
中
︑
最
前
線
で
勤
務
す
る
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
が
単

年
度
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
︑
引
き
続
き
財
源
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
︒

【
３
月
18
日
報
告
】

＊
自
殺
対
策
事
業
に
つ
い
て
︑
多
職
種
に
よ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
相

談
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
会
の
実
施
︑
さ
ら
に
身
近
な
支
援
者
で

あ
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成
研
修
の
充
実
な
ど
︑
悩
み
を
抱
え
る

市
民
の
自
殺
防
止
に
努
め
ら
れ
た
い
︒

＊
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業
に
つ
い
て
︑
４
年
度
か
ら
医
療
的
ケ
ア
児
の

受
入
れ
を
開
始
す
る
が
︑
対
象
児
童
の
実
態
把
握
と
安
心
し
て
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
整
備
に
努
め
ら
れ
た
い
︒
入
会
者

の
保
護
者
負
担
金
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
等
を
進
め
︑
保
護
者
の
利
便
性

向
上
や
現
場
の
負
担
軽
減
に
も
努
め
ら
れ
た
い
︒
児
童
ク
ラ
ブ
の
運

営
方
法
等
が
市
内
で
統
一
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
︑
地
域

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
今
後
の
在
り
方
を
検
討
さ
れ
た
い
︒

＊
３
年
度
に
比
べ
予
算
を
倍
増
さ
せ
た
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
費
助
成

に
つ
い
て
︑
申
請
状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
︑
今
後
ど
の
よ
う
な
対

策
が
必
要
か
検
討
さ
れ
た
い
︒

＊
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
は
︑
未
就
学
児
の
保
険
料
の
被
保

険
者
均
等
割
額
の
減
額
を
評
価
す
る
が
︑
保
険
制
度
維
持
の
た
め
の

公
的
支
援
に
つ
い
て
は
︑
国
へ
の
要
望
を
さ
ら
に
強
め
て
ほ
し
い
︒

厚
生
委
員
会

【
２
月
17
日
報
告
】

＊
ま
ち
は
劇
場
Ｔ
Ｒ
Ｙ‘

22
開
催
事
業
負
担
金
に
つ
い
て
︑
支
援
対
象

を
幅
広
に
捉
え
︑
開
催
基
準
を
明
確
に
し
た
上
で
連
動
す
る
他
事
業

と
と
も
に
周
知
し
︑
多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
図
ら
れ
た
い
︒

＊
静
岡
市
民
文
化
会
館
再
整
備
基
本
設
計
業
務
経
費
に
つ
い
て
︑
再
整

備
は
市
民
の
声
が
反
映
さ
れ
た
整
備
方
針
で
あ
る
と
評
価
す
る
が
︑

本
市
は
2
つ
の
文
化
会
館
を
有
す
る
こ
と
か
ら
二
重
投
資
と
な
ら
な

い
よ
う
︑
イ
ベ
ン
ト
の
す
み
分
け
な
ど
を
勘
案
し
て
整
備
す
る
と
と

も
に
︑
今
後
の
整
備
の
進
捗
状
況
を
積
極
的
に
発
信
さ
れ
た
い
︒

【
３
月
18
日
報
告
】

＊
ナ
イ
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
は
︑
夜
景
観
光
の
Ｐ
Ｒ
と
波
及
効
果

に
期
待
す
る
︒
観
光
客
の
滞
在
時
間
の
延
長
や
︑
宿
泊
客
数
の
増
加

の
た
め
︑
関
係
事
業
者
か
ら
の
意
見
聴
取
や
︑
数
値
目
標
の
設
定
な

ど
に
よ
り
︑
し
っ
か
り
と
事
業
評
価
さ
れ
た
い
︒

＊
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
中
小
企
業
、
個
人
事
業
主

へ
の
寄
り
添
っ
た
支
援
の
継
続
や
︑
飲
食
店
だ
け
で
な
く
︑
納
入
業

者
な
ど
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
︒

＊
修
正
案
に
つ
い
て
は
︑
収
支
予
測
や
経
済
波
及
効
果
に
対
す
る
懸
念

に
加
え
︑
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
社
会
情
勢
を
勘
案
す
る
と
事
業

を
一
時
止
め
て
議
論
を
深
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
賛
成

す
る
と
の
意
見
や
︑
令
和
４
年
２
月
28
日
に
静
岡
商
工
会
議
所
・
清

水
区
自
治
会
連
合
会
等
多
く
の
団
体
か
ら
海
洋
文
化
施
設
の
早
期
整

備
に
か
か
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
お
り
︑
市
民
の
声
に
誠
実
に
応

え
て
い
く
こ
と
や
︑
公
民
連
携
で
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
が
必

要
で
あ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
反
対
す
る
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
︒

観
光
文
化
経
済
委
員
会

【
２
月
17
日
報
告
】

＊
バ
ス
路
線
維
持
費
助
成
に
つ
い
て
︑
バ
ス
路
線
の
健
全
化
は
︑
市
民

生
活
に
直
結
す
る
問
題
で
あ
る
た
め
︑
現
状
の
把
握
か
ら
今
後
の
対

応
ま
で
を
確
実
に
行
い
︑
市
民
の
生
活
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
︒

＊
河
川
台
帳
電
子
化
事
業
は
︑
災
害
時
の
早
期
復
旧
や
効
率
的
な
業
務

遂
行
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
︑
流
域
治
水
を
着
実
に
進
め
ら
れ
た
い
︒

＊
橋
り
ょ
う
整
備
事
業
に
つ
い
て
︑
橋
り
ょ
う
の
維
持
補
修
に
膨
大
な

経
費
が
か
か
る
た
め
︑
予
防
保
全
型
へ
の
転
換
を
進
め
コ
ス
ト
削
減

に
努
め
ら
れ
た
い
︒

【
３
月
18
日
報
告
】

＊
草
薙
駅
前
通
線
整
備
事
業
に
つ
い
て
︑
市
民
が
有
意
義
に
活
用
で
き

る
魅
力
的
な
空
間
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
︒
ま
た
︑
近
隣
の
中
之
郷

９
号
線
に
つ
い
て
︑
学
生
が
多
い
土
地
柄
を
考
慮
し
︑
歩
行
者
の
安

全
を
確
保
で
き
る
よ
う
な
空
間
整
備
を
求
め
る
︒

＊
静
岡
都
心
地
区
ま
ち
な
か
再
生
事
業
に
つ
い
て
は
︑
中
長
期
的
な
視

点
に
立
っ
て
︑
民
間
主
体
に
よ
る
賑
わ
い
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
︑

そ
の
礎
と
な
る
人
材
育
成
に
特
に
力
を
い
れ
て
ほ
し
い
︒

＊
公
園
・
緑
地
等
維
持
管
理
事
業
に
つ
い
て
︑
公
園
は
住
民
の
憩
い
の

場
で
あ
る
た
め
︑
高
齢
者
や
家
族
連
れ
に
も
優
し
い
︑
駐
車
場
が
完

備
さ
れ
た
公
園
の
整
備
を
求
め
る
︒

＊
地
籍
調
査
事
業
と
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
は
︑
緊
急
性
の
高
い
地

域
か
ら
優
先
的
に
早
期
の
対
応
を
求
め
る
︒

＊
河
川
構
造
物
耐
震
・
津
波
対
策
事
業
は
︑
河
川
の
氾
濫
を
抑
え
る
た

め
の
対
策
で
あ
る
か
ら
︑
災
害
時
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
日
頃

の
整
備
に
尽
力
い
た
だ
き
た
い
︒

都
市
建
設
委
員
会

【
２
月
17
日
報
告
】

＊
消
火
栓
の
設
置
は
︑
上
下
水
道
局
の
工
事
と
一
体
で
行
う
事
業
の
た

め
︑
連
携
し
て
進
め
ら
れ
た
い
︒
ま
た
︑
葵
消
防
署
の
大
規
模
改
修

工
事
で
拡
充
さ
れ
た
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
は
有
利
な
財
源
で
あ

る
た
め
︑
今
後
も
施
設
整
備
の
た
め
に
活
用
し
て
ほ
し
い
︒

＊
安
定
し
た
上
下
水
道
経
営
の
た
め
︑適
正
に
業
務
を
執
行
さ
れ
た
い
︒

【
３
月
18
日
報
告
】

＊
新
た
に
警
防
部
に
安
全
対
策
課
や
︑
各
消
防
署
に
安
全
指
導
を
担
当

す
る
部
署
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
︑
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に

も
配
慮
し
た
上
で
安
全
な
環
境
で
業
務
に
臨
ま
れ
た
い
︒

＊
消
防
団
員
確
保
対
策
事
業
に
つ
い
て
︑
団
員
の
な
り
手
不
足
の
解
消

に
向
け
︑
創
設
す
る
出
動
報
酬
制
度
の
活
用
︑
機
能
別
団
員
の
入
団

促
進
な
ど
を
進
め
ら
れ
た
い
︒

＊
第
４
次
静
岡
市
上
下
水
道
事
業
中
期
経
営
計
画
を
次
期
計
画
へ
つ
な

ぐ
た
め
︑
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
や
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推

進
に
よ
る
効
率
的
な
事
業
運
営
︑
適
正
な
企
業
債
管
理
︑
新
た
な
収

益
確
保
な
ど
︑
財
政
の
健
全
化
を
一
段
と
進
め
ら
れ
た
い
︒
特
に
︑

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
つ
い
て
︑
ス
マ
ー
ト
水
道
メ
ー
タ
ー
は
独

居
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
の
付
加
価
値
が
あ
り
︑
中
山
間
地
で
の
検

針
の
効
率
性
向
上
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
︑
費
用
対
効
果
の
検
証

を
含
め
︑
導
入
に
向
け
取
り
組
ま
れ
た
い
︒

＊
浸
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
︑
豪
雨
災
害
で
致
命
的
な
被
害
と
な
ら
な

い
よ
う
︑
建
設
局
と
の
連
携
・
調
整
を
図
る
と
と
も
に
︑
流
域
治
水

を
基
に
し
た
浸
水
対
策
を
一
層
推
進
さ
れ
た
い
︒

企
業
消
防
委
員
会

　
中
山
間
地
調
査
特
別
委
員
会
が
令

和
４
年
１
月
12
日
に
田
辺
市
長
に
提
言

書
を
提
出
し
ま
し
た
︒

　
提
言
書
の
内
容
は
︑オ
ク
シ
ズ
の
持

続
可
能
な
発
展
を
目
指
し
た
振
興
策

に
関
す
る
４
つ
の
提
言
と
オ
ク
シ
ズ
の

喫
緊
の
課
題
に
関
す
る
２
つ
の
提
言
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
︒

中
山
間
地
調
査
特
別
委
員
会

が
提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た

中
山
間
地
調
査
特
別
委
員
会

が
提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た

（5）2022.6.1
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令和３年度

補正予算

条例の

一部改正

指定管理者

の指定

令和４年度

当初予算

条例の制定

議員提出議案

請願

人事案件

その他

議
決
結
果

自
民
党

志
政
会

公
明
党

創
生
静
岡

街
づ
く
り

研
究
会

共
産
党

緑
の
党

会 派 名

令和３年度静岡市一般会計補正予算（第８号） 
令和３年度静岡市電気事業経営記念基金会計補正予算（第１号） 
令和３年度静岡市土地区画整理清算金会計補正予算（第１号） 
令和３年度静岡市母子・父子・寡婦福祉資金貸付金会計補正予算（第１号） 
令和３年度静岡市公債管理事業会計補正予算（第１号） 
令和３年度静岡市競輪事業会計補正予算（第１号） 
令和３年度静岡市国民健康保険事業会計補正予算（第３号） 
令和３年度静岡市農業集落排水事業会計補正予算（第１号） 
令和３年度静岡市駐車場事業会計補正予算（第１号） 
令和３年度静岡市介護保険事業会計補正予算（第３号） 
令和３年度静岡市介護保険サービス会計補正予算（第１号） 
令和３年度静岡市中央卸売市場事業会計補正予算（第２号） 
令和３年度静岡市後期高齢者医療事業会計補正予算（第１号） 
令和３年度静岡市簡易水道事業会計補正予算（第１号） 
令和３年度静岡市病院事業会計補正予算（第２号） 
令和３年度静岡市水道事業会計補正予算（第１号） 
令和３年度静岡市下水道事業会計補正予算（第１号） 

 
令和４年度静岡市電気事業経営記念基金会計予算 
令和４年度静岡市土地区画整理清算金会計予算 
令和４年度静岡市母子・父子・寡婦福祉資金貸付金会計予算 
令和４年度静岡市公債管理事業会計予算 
令和４年度静岡市競輪事業会計予算 
令和４年度静岡市国民健康保険事業会計予算 
令和４年度静岡市農業集落排水事業会計予算 
令和４年度静岡市駐車場事業会計予算 
令和４年度静岡市介護保険事業会計予算 
令和４年度静岡市介護保険サービス会計予算 
令和４年度静岡市中央卸売市場事業会計予算 
令和４年度静岡市後期高齢者医療事業会計予算 
令和４年度静岡市立静岡病院事業債管理事業会計予算 
令和４年度静岡市簡易水道事業会計予算 
令和４年度静岡市病院事業会計予算 
令和４年度静岡市水道事業会計予算 
令和４年度静岡市下水道事業会計予算 
静岡市まち・ひと・しごと創生推進基金条例の制定について 
静岡市公共建築物整備基金条例の制定について 
静岡市職員の給与に関する条例の一部改正について 
静岡市立清水病院医療研究奨励鈴与基金条例の一部改正について
静岡市手数料条例の一部改正について
静岡市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正について 
静岡市附属機関設置条例の一部改正について
静岡市職員定数条例の一部改正について
静岡市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正について 
静岡市職員の給与に関する条例の一部改正について
静岡市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 
静岡市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について 
静岡市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 
静岡市資源循環啓発施設条例の一部改正について 
静岡市漁港管理条例の一部改正について 
静岡市屋外広告物条例の一部改正について
静岡市都市公園条例の一部改正について
静岡市教育職員の給与に関する条例の一部改正について 
静岡市立学校設置条例の一部改正について 
静岡市立の高等学校授業料等徴収条例の一部改正について 
静岡市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について 
静岡市国民健康保険条例の一部改正について
静岡市女性会館の指定管理者の指定について 
静岡市生涯学習交流館の指定管理者の指定について 
静岡市歴史博物館の指定管理者の指定について 
静岡市桜の園（身体障害者福祉施設）、静岡市桜の園（重度障害者生活訓練ホーム）及び静岡市桜の園城北館の指定管理者の指定について
静岡市動物愛護館の指定管理者の指定について 
静岡市こどもクリエイティブタウンの指定管理者の指定について 
静岡市梅ケ島新田温泉浴場の指定管理者の指定について 
静岡市南アルプス井川オートキャンプ場の指定管理者の指定について
静岡市賤機都市山村交流センターの指定管理者の指定について
市道路線の変更について（福田ヶ谷２号線ほか２路線） 
市道路線の認定について（辰起町11号線ほか４路線） 
包括外部監査契約の締結について 
町の新設について
人権擁護委員の推薦について
静岡市教育委員会委員の任命について
静岡市農業委員会委員の任命について（19件）
ロシア連邦によるウクライナ侵略に断固抗議する決議 
国民の祝日「海の日」の７月20日への固定化を求める意見書 
最低賃金の引き上げと中小企業支援の拡充に関する意見書採択に関する請願 

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
否決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
賛成
同意
同意
可決
可決
不採択

〇 〇 〇 〇 × × 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
× 〇 × × 〇 〇 ×
○ × 〇 〇 × × 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 × 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 × 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 × 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 × 〇 〇
○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
× × × × 〇 〇 ×

件　　名

２月定例会で審議した市長提出議案91件、議員提出議案２件、
請願１件の審議結果は、次のとおりです。 （○=賛成、×=反対）

２月定例会提出議案の会派別賛否一覧

陳情審査結果
「静岡市情報公開条例」の改正に関する陳情

件 名 付 託 先 結果

不採択総務委員会

自民党＝自由民主党静岡市議会議員団（22人）、創生静岡（８人）、
公明党＝公明党静岡市議会（６人）、志政会（６人）、
共産党＝日本共産党静岡市議会議員団（４人）、
緑の党＝緑の党グリーンズジャパン（１人）、街づくり研究会（１人）

※3月18日、創生静岡から修正の動議が提出されたが、賛成少数で否決。

令和４年度静岡市一般会計予算
※修正案
原案



こちらは「市議会だより」最終面です。１面からご覧ください。（7）2022.6.1

佐
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副
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長

本会議を行う
議場

望
月
俊
明
議
長

　静岡市議会では、子どもたちが市議
会への興味や関心を高めることができる
よう、市内小学６年生を対象に「子ども
模擬議会」を開催しています（議会の会
期中は除く）。
　模擬議会は、授業として各学校を対象
に受け付けており、議会のしくみや役割
等について学んだ後、議員役と市職員役
に分かれて、定例会の総括質問の場面
を体験します。
　今年度も市内各小学校あてにご案
内をしています。詳しくは、調査法制課

（☎２２１-１４８１）へお問い合わせください。
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右の模様は、議場の中
に描かれています。下
の写真のどこにあるで
しょう。

タチアオイ
の模様

※答えは左記参照

　６月定例会について、下記の日程で
コミュニティＦＭラジオ局での放送を予定しています。
※日程は、変更になる場合があります。

　静岡市議会では、市民の皆さんに開かれた議会
を目指しています。そこで、皆さんのご意見を参考
に、より効果的で親しみやすい市議会だよりとする
ため、アンケート調査を実施します。

総括質問ダイジェスト版放送

令和４年７月４日（月）～８日（金）

午後８時から９時まで

ＦＭ－Ｈｉ（76.9ＭＨｚ）、マリンパル（76.3ＭＨｚ）

みなさまの声をお聞かせください！
市議会だよりのアンケートを実施

放送局：
日　時：

右のQRコードを読み込み、ご回答ください。（所要時間は５分程度です。）

静岡市議会ホームページアドレス
https://www.city.shizuoka.lg.jp/000_000260.html

静岡市議会

(編集元） 静岡市議会事務局　
〒420-8602 静岡市葵区追手町5番1号
議会総務課　　（054）221-1158
議　事　課　　（054）221-1159
調査法制課　　（054）221-1481
　　 　　　　 ＦＡＸ.（054）251-9213

次回定例会のお知らせ
６月定例会は、令和４年６月20日から始まります。

日程は次のとおりです。　

※日程は変更になることがあります。

　（最新情報は、市議会ホームページ 
　でご確認ください。）
※議場・委員会室は市役所静岡庁舎本
　館にあります。

開催日 会議名 場　所
議会運営委員会

議案説明会

本会議

議会運営委員会

本会議（総括質問）

本会議（総括質問）

本会議（総括質問）

総務委員会

企業消防委員会

市民環境教育委員会

厚生委員会

観光文化経済委員会

都市建設委員会

議会運営委員会

本会議

第２委員会室

議場

議場

第２委員会室

議場

議場

議場

第１委員会室

第２委員会室

第３委員会室

第１委員会室

第２委員会室

第３委員会室

第２委員会室

議場

6月

7月

７日(火)

10日(金)

20日(月)

24日(金)

28日(火)

29日(水)

30日(木)

４日(月)

５日(火)

11日(月)

12日(火)

会期 23日間（６月20日～７月12日）

次回「しずおか市議会だより（令和4年6月定例会号）」
は令和４年9月1日発行予定です。

掲載ページ：
https://www.city.shizuoka.lg.jp/000_006439_00009.html
このほか、議会事務局、
各区市政情報コーナーにて閲覧も可能です。

市議会クイズ　Ａ：議場の天井

市議会クイズ

４月臨時会で審議した市長提出議案９件は、次のとおりです。 （○=賛成、×=反対）

4月臨時会提出議案の会派別賛否一覧

自民党＝自由民主党静岡市議会議員団（22人）、創生静岡（８人）、公明党＝公明党静岡市議会（６人）、志政会（６人）、
共産党＝日本共産党静岡市議会議員団（４人）、緑の党＝緑の党グリーンズジャパン（１人）、街づくり研究会（１人）

議場見学も随時受け付けています。ぜひ実際に見に来てください。
見学のお問い合わせは調査法制課まで。

【問題】

議員質問（抜粋） 事業担当部署答弁（抜粋） 事業担当部署の対応状況（令和３年12月末時点）

対応状況の一例

【令和２年６月定例会】
　静岡市第２期総合戦略で新た
に取り入れた「関係人口」に関す
る動向を踏まえ、今後、どのように
移住促進事業を進めていくのか。

　静岡市移住支援センターの相談体制を強化するとともに、お試
しテレワーク体験事業の充実を図り、本市への移住を促進する。さ
らに、関係人口の創出・拡充に向けて、静岡型のワーケーションの
推進により、本市を訪れる市外の人材と地域との交流を通じて地
域課題の解決を図る仕組みを開発し、事業拡大による人口活力の
増進や地域経済の活性化に繋げる。

●静岡市移住支援センターにおける対面の相談
に加え、オンラインを活用したセミナーや面談
を企業との連携によりワンストップで実施した。

●お試しテレワーク体験事業の受入対象施設
について、令和２年度に３施設、令和３年度に
４施設を追加した。

【令和３年２月定例会】
　オクシズの地域資源を活用し
て観光客を呼び込むことが地域
活性化のために重要であると考
える。本市におけるワサビツーリ
ズムの取組状況は。

ワサビの振興につ
いて引き続き検討
が行われているね。お試しテレワーク体験

事業の受入対象施設
が増えているね。

　ワサビのツーリズムについては、ワサビやオクシズ地域の振興を
目的として、平成30年４月に生産者団体、ＪＡ、市、県などから組織
された「オクシズわさび応援団」がその実施を検討している。これま
でに、ワサビのツーリズムの商品化に向けてモニターツアーなどを
実施し、参加者からは好評を得る一方、観光客を受け入れる組織
の構築やツアーの採算性などの課題が確認された。

●世界農業遺産に認定されたワサビ栽培を持続
可能な農業として後世に残していくため、令和
３年度に「食文化の推進」・「生産体制の整備」・

「担い手の確保」の３つを基本方針とした「静
岡市わさび振興方針」を策定し、ワサビツーリ
ズム等について関係者で協議を行っている。
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子どもたちが議員に！？ 

令和４年度
子ども模擬議会の開催
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令和４年度
子ども模擬議会の開催

議
決
結
果

自
民
党

志
政
会

公
明
党

創
生
静
岡

街
づ
く
り

研
究
会

共
産
党

緑
の
党

会 派 名

件　　名

令和４年度
補正予算

専決処分

人事案件

その他の
議案

承認

承認

承認

可決

可決

可決

可決

同意

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

専決処分の報告及びその承認について
（令和３年度静岡市一般会計補正予算（第９号））

専決処分の報告及びその承認について
（令和３年度静岡市病院事業会計補正予算（第３号））

専決処分の報告及びその承認について
（静岡市税条例の一部改正について）

工事請負契約の変更について 

静岡市監査委員の選任について（２件）

令和４年度静岡市国民健康保険事業会計
補正予算（第１号）

令和４年度静岡市一般会計補正予算
（第１号）

令和４年度静岡市介護保険事業会計補正
予算（第１号）


